
 

 

 

 

 

 

 

 

                                             

 

 

 

 

 

 

 

  

 

       

 

 

 

 
 

☆子ども達の教育活動を一層充実していく観点から、目標やビジョンを共有する。 

  ☆教科の学びを充実させ、子どもなりに地域貢献を仲間とともにする体験を通して、自尊感情を育む。 

  ☆情報発信の仕方をより一層工夫する。（活動の見える化） 「地域版おこんしべ」「ホームページ」 

 

 

◇地域ボランティアからの支援              ◇地域ボランティアの方との協働 

◇地域行事への参加                   ◇地域へのボランティア活動 

                 

     

 
 

 
 

教育目標 
○ よく考える子  （高い知性） 

○ 思いやりのある子（豊かな心） 

○ たくましい子  （強い心身） 

 

 

 

学校課題 
『心豊かで 生き生きと学ぶ 

     たくましい子の育成』 

   

 

 

 

学校経営の指針 ～学校づくりの３つの柱～ 
○子ども自ら、「頭」「心」「体」を鍛える学校 

○保護者、地域が一体となって、共育・共汗できる学校 

○全教職員が一体となって教育を推進する学校 

 

 

 

学校経営の基本方針 
○子どもの学びを中心に据えた教育の推進 

○コミュニティ・スクールの取組みを通して、地域とつな

がる学校づくりの推進 

○研修を基盤とした資質向上の推進 

 

 

 

☆「体力向上プラン」に基づいて、体力つくりの日常化 

 （体力テスト・どさん子元気アップチャレンジ参加） 

☆健康安全の習慣化（食育指導・ガン教育） 

☆地域・保護者と連携・協働した安全確保の推進 

 

 

☆「考え・議論する道徳」の授業改善と授業公開 

☆保護者・地域と連携・協働した授業づくりの推進 

☆「いじめ防止基本方針」に基づき、組織でいじめの 

 「徹底した未然防止」の取組み 

 

 

 

 

☆基本的生活習慣の確立 

○「早寝、早起き、朝ご飯」の一層の啓蒙 

〇生活リズムチェックシートの活用 

 ☆基本的な学習習慣の確立 

  ○宿題・家庭学習で復習を推進 

  ○家庭における約束事の定着 

 

☆東小学校との交流学習の充実（小小連携） 

☆英語乗り入れ授業の実施（小中連携） 

☆伊達緑丘高校との協働授業（小高連携 だて学） 

 

 

○少人数指導の充実 

○チャレンジテストの活用 

○思考したことは、できるだけ書かせる 

 言語活動の充実（ホワイトボードの活用） 

○足並み揃えた学習規律の徹底 

 

 

 

  

 

○少人数指導の充実 

 

 

 

◎学習の内容と方法の両方を重視し、子どもの学びの過程を質 

 的に高めていく 

○見通しをもって取り組み、学習活動を振り返って次につなげる 

○ペア、グループ等の協働学習の場の設定 

◎こどもが「つなぐ・つなげる」楽しい授業の創造 
 

 

 

 

 

◎国語科の授業公開の実施（校内研究の見える化）◎カリキュラム・マネジメントマインドの育成 

 


